
　一神教は排他的で非寛容であり、それゆえ危険であるが、多神教は他者を尊重し寛容であり、それゆえ平和的で
ある、という言説がまことしやかに喧伝されています。しかし、果たしてそうなのでしょうか。排他的な原理主義はど
の宗教においても起こりうるものです。それに対して、互いを尊重し、差異を認めつつ共生を目指す動きが一神教の
中でも広がりつつあります。
　そもそも一神教とは何か、一神教的宗教は他の宗教の存在をどう捉えているのか、どんな場合に宗教は危険にな
るのか、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教を研究する第一線の学者が宗教の枠を超えて対話します。
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座』全2巻など。
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